
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

般 ．講 演

量．　 水銀親和反 応の再検 討

　　　　関 西 医 科大 学 斗 1 病 理

金沢浩吉 ，前田隆英 ，伊原信夫

　　　水銀親和反応は パ ラ フ ィ ン 切片に 誇 い て 、

コ ・ イ ド様色素以外に膵臓 チ モ ーゲ ン 顆粒、 耳下

腺導管部 、 皮膚角質層 、 毛根皮質 、 外 根鞘等 に 於

て も陽性を 呈 す る こ とが 見出 さ れ た が 、 他方 こ れ

らの 組 織は チ オ グ ラ ィ コ
ー

ル 酸前処理 後 の SH 基

証明法陽性部位 で もある 。 しか もSH 基の 組織化

学的証明 法 の 中 に は 水銀塩 と SH 基 と の mercap
−

tide 形 成を原 理 とする方法 もみ られ る の で 水銀 親

和 反応 に 用 い られ る 硝酸W2 水銀 が 不 飽 和 基 と 結

合 す る儼 か SH 基 と も皿 ercaptide 形 成反応 を行 う

か 否か を検討した 。

　 SH 基証明改良法で あ る 前田 ・伊原 の
コ ロ イ ド

鉄法陽性 の 切 片に つ h て ナ オ グ ライ コ ール 酸処 理

後水銀親和反 応 を行 う とそ の 陽性度が コ ロ イ ド鉄

法 の 場合 と反対 に却 つ て減 弱す る こ と が判 っ た 。

ま た 昇汞処 XlbCよ リコ ロ イ ド鉄法は 全 く封鎖 さ れ

る の に 反 して 水銀親和反応は 同処理 に よ り影響を

受けな か っ た 。 こ れ らの 結果 か ら水銀 親和 反 応 は

SH 基 と反 応 せ ず 、 不 飽 和 基 と特異的 に 反応 す る

と考え た 。

2． 燐脂質及 びス フ イ ン ゴ脂質の 組織

　　 化 学

京都大学結核胸部 疾患研究所細胞 化 学

　　　　 ○ 高松英雄 ・前田美世

　　　燐脂質及び ス フ ィ ン ゴ脂質の 組 織化学的染

色法 と して 従来知 られ て い る もの は 、 主 と して経

験的結果 に よる もの で、 理 論的 に は 詳らか で ない

もの が 多い
。 我 々 の 現在使用 して い る 方法 で は 2

点で 特異 で ある 。 矛
一に 、 塩化 マ グ ネ シ ウ ム 飽和

ア セ ト ン 処理 に よ っ て 、 凍結切 片の 燐 脂質、
ス フ

ィ ン ゴ 脂質の み を保 存 して 他 の 脂質を完全除去す

る こ と を 計 っ た こ と。矛 二 に は ズ ダ ン 黒 を ア ル ゴ

ー
ル で は な く ア セ トン 溶 液 と して 、 こ れ を染色に

使 用 し た こ と で あ る 。 そ の 他若干 の 考案を加 え て

実施 して い る 。

　 マ
ッ ク マ ナ ス 氏の ズ ダ ン 黒に よ る ミ ヱ リン 鞘 の

染色法 が あ る。結果釣 に は 、 よ く似 て い る が 、 内

容的 に は 我 々 の 方法 の 方が 、 よ b 明 瞭 で ある と思

う。
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